
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

七
月
二
五
日
、
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
を
会
場
に
「
二
〇
一
七
平
和
運
動 

気
仙
地
区
平
和

集
会
」
を
開
催
し
、
六
五
名
が
参
加
し
た
。
集
会
後
は
、
世
界
の
恒
久
平
和
、
核
兵
器
廃

絶
な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、
盛
町
内
を
行
進
し
て
平
和
の
尊
さ
を
市
民
に
訴
え
た
。 

一
月
末
以
降
の
活
動
経
過
を
振
り
返
り
、
役
員
の
変
更
・
メ
ー
デ
ー
総
括
・
一
般
会
計

の
進
捗
状
況
・
協
議
事
項
等
を
確
認
し
た
。 
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暑
い
日
が
続
く
中
、
お
仕
事
お

疲
れ
様
で
す
。
皆
さ
ん
熱
中
症
に

は
お
気
を
付
け
下
さ
い
。 

さ
て
、
テ
レ
ビ
等
で
Ｊ
Ｒ
の
豪

華
列
車
、「
四
季
島
」
や
「
瑞
風
」

が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
夜

行
バ
ス
に
も
超
豪
華
高
速
夜
行

バ
ス
が
登
場
し
ま
し
た
。 

残
念
な
が
ら
岩
手
県
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
東
京
～
大
阪
間
を

走
る
ホ
テ
ル
、
そ
の
名
も
快
眠
バ

ス
「
ド
リ
ー
ム
ス
リ
ー
パ
ー
Ｇ
Ｕ

Ｓ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
」
号
。
車
両
価
格
は

な
ん
と
一
億
円
！
乗
客
定
員
が

十
一
名
で
、
客
席
が
完
全
個
室
に

区
切
ら
れ
、
最
高
の
眠
り
と
上
質

な
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

す
る
と
い
う
新
時
代
の
移
動
空

間
を
実
現
。
料
金
も
新
幹
線
よ
り

高
く
片
道
二
万
三,

五0
0

円
。 

こ
れ
ま
た
、
び
っ
く
り
で
す
。 

最
近
は
高
級
志
向
が
流
行
り

な
の
か
こ
ん
な
に
高
く
て
も
連

日
満
席
と
か･

･
･

。<

羨
ま
し
い> 

乗
客
に
話
を
聞
く
と
ま
さ
に

車
号
ど
お
り
で
「
ぐ
っ
す
り
眠
れ

て
快
適
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

連
合
気
仙
の
皆
さ
ん
も
大
阪

に
行
か
れ
る
際
に
は
乗
車
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

岩
手
県
交
通
で
も
、
こ
ん
な
車

両
を
配
備
し
た
ら
、
利
用
し
て
く

れ
ま
す
か
ね･

･
･

。 
 

博
・
Ｉ 

 

二
五
日
は
、
気
仙
地
域
一
円
を

街
宣
し
、
世
界
の
恒
久
平
和
の
実

現
と
被
爆
者
支
援
の
強
化
を
は

じ
め
、
在
日
米
軍
基
地
の
整
理
・

縮
小
、
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
改

定
な
ど
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
し
て

地
域
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
た
。 

平
和
集
会
前
に
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

上
映
「
長
崎
の
記
憶
」
を
行
い
、 

集
会
で
は
、
主
催
団
体
の
代
表

者
を
紹
介
し
た
後
、
梅
木
実
行
委

員
長
が
核
兵
器
や
戦
争
に
よ
る

社
会
の
現
状
に
触
れ
て
「
一
人
ひ

と
り
が
平
和
を
願
い
、
核
兵
器
の

な
い
社
会
を
訴
え
続
け
よ
う
」
と

挨
拶
、
大
槻
県
実
行
委
員
か
ら

は
、
平
和
行
動
の
意
義
、
県
内
三

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
る
平
和
行
進

の
報
告
が
あ
っ
た
。 

ま
た
、
昨
年
の
長
崎
行
動
に
同

行
し
た
星
事
務
局
長
は
、
記
録
写

真
の
一
部
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
紹
介
し
て
連
合
岩
手
の
平
和

行
動
の
行
程
を
報
告
し
た
。 

最
後
に
、
金
野
副
実
行
委
員
長

か
ら
「
国
連
に
よ
る
核
兵
器
禁
止

条
約
の
制
定
に
向
け
た
本
決
議

に
日
本
は
反
対
票
を
投
じ
た
。
日

米
同
盟
を
意
識
し
て
核
兵
器
保

有
国
と
非
保
有
国
の
橋
渡
し
役

と
し
て
の
責
任
の
放
棄
は
許
さ

れ
な
い
。
日
本
政
府
に
条
約
の
批

准
・
発
行
に
向
け
た
外
交
努
力
を

強
く
要
請
す
る
。
」
「
安
倍
政
権

の
組
織
犯
罪
処
罰
法
の
強
行
採

決
と
い
う
暴
挙
に
強
く
抗
議
し
、

平
和
と
安
全
を
守
る
た
め
動
向

を
注
視
す
る･

･
･

職
場
や
地
域
に

お
け
る
核
兵
器
廃
絶
運
動
に
粘

り
強
く
取
り
組
む
」
と
し
た
平
和

ア
ピ
ー
ル
を
提
案
、
確
認
し
た
。 

集
会
後
、
ボ
ー
ド
な
ど
を
掲

げ
、
盛
町
内
を
デ
モ
行
進
し
て
、

市
民
へ
平
和
の
尊
さ
を
訴
え
た
。 

 

冒
頭
、
梅
木
議
長
は
、「
政
治

は
難
し
い
と
敬
遠
し
が
ち
だ
が
、

働
く
者
と
し
て
声
を
上
げ
る
際

に
は
そ
の
力
も
必
要
に
な
る
。
こ

の
機
会
に
理
解
を
深
め
あ
お
う
」

な
ど
と
挨
拶
を
し
た
。 

そ
の
後
、
東
市
議
か
ら
は
、
市

議
会
定
例
会
や
委
員
会
な
ど
の

流
れ
や
少
子
高
齢
化
・
教
育
・
長

時
間
労
働
な
ど
を
課
題
と
す
る

活
動
報
告
。
菅
野
町
議
か
ら
は
、

木
工
団
地
の
経
営
再
建
に
向
け

た
動
き
、
町
の
人
口
減
少
や
所
得

向
上
・
地
域
づ
く
り
な
ど
の
報
告
。

議
長
に
就
任
し
た
熊
谷
市
議
か
ら

は
、
市
の
復
興
計
画
の
進
捗
や
市

政
課
題
に
触
れ
、
復
興
計
画
は
最

終
の
四
年
間
に
入
り
、
完
成
し
た

箱
の
中
身
が
重
要
で
住
み
た
い
街

づ
く
り
を
進
め
る
正
念
場
に
来
て

い
る
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。 

 
雇
用
・
労
働
、
税
制
、
社
会
保

障
、
環
境
、
平
和
、
安
全
保
障
な

ど
の
問
題
は
、
国
や
地
域
社
会
の

あ
り
様
に
よ
っ
て
私
た
ち
は
大

き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、

現
在
の
政
治
動
向
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
働
く
環
境
に
影
響
す

る
政
治
の
重
要
性
を
理
解
す
る

機
会
と
す
る
た
め
、
八
五
名
の
組

合
員
の
参
加
の
基
、
七
月
一
八
日

に
大
船
渡
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
「
政
治
・
政
策
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
た
。 

-働くことを軸とする安心社会- 

日時: ８月２３日(水) 
1８時 ~17 時 30 分 

場所:大船渡総合福祉センター 
 

【報告弁士】 

◆ 岩手県議会報告 田村 誠 

岩手県議会議長 

◆ 現在の政治動向 黄川田 徹 

民進党岩手県総支部連合会代表 

本年度から始まった高田松原の本植栽のうち、

「高田松原を守る会」主催による６月 25 日の３回

目の植樹会には、大和田議長(釜石遠野地協)も含め

3 名が参加。砂を掘って心地よい汗を流した。 

東日本大震災で砂浜と松林が流失した高田松原

を取り戻すため、県と市などが主催する今年 5 月の

「再生祈念植樹会」から本格的な植栽が始まった。 

高田松原を守る会は、県による植栽とは別に、松

原の約２ｈａを 29、30 年度は 3、000 本、31

年度に 4,000 本を植える計画をしており、小友町

の圃場で育てた「高田松原由来の松」も 6 本植えら

れた。植樹会には地元をはじめ企業・労働団体など

多くのボランティアなどが携わった。元に戻るには

数十年、松並木の出現は 5~10 年と言われている。 

引
き
続
き
、
畑
氏
は
自
己
紹

介
の
後
、
衆
院
議
員
在
任
中
、

二
一
の
法
案
を
提
出
し
た
こ
と

に
触
れ
「
復
興
事
業
の
用
地
取

得
の
特
例
に
関
す
る
復
興
特
区

法
改
正
案
を
立
案
・
成
立
で
き

た
こ
と
は
大
き
な
誇
り
」
と
語

り
、
「
沿
岸
は
建
設
業
や
水
産

加
工
業
な
ど
で
雇
用
の
ミ
ス
マ

ッ
チ
が
課
題
。
雇
用
数
増
に
は

ア
メ
を
与
え
る
制
度
は
実
行
さ

れ
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
労

働
の
質
の
改
善
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
中
身
が
伴
っ
た

雇
用
を
支
援
す
る
制
度
が
必
要

だ
」
と
述
べ
、
「
自
民
党
は
仲
が

い
い
ふ
り
が
で
き
る
。
民
進
党

は
政
策
で
も
国
会
で
も
何
を
し

た
い
の
か
、
批
判
で
は
な
く
、

何
を
し
た
い
か
を
示
す
。
し
っ

か
り
旗
を
立
て
共
闘
に
お
い
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
必
要

が
あ
る
」
な
ど
を
話
さ
れ
た
。 


